
第３回【野菜編（１）】 

ダイコン、ニンジンなどの根菜類、ハクサイ、アスパラガスなどの茎葉菜類、トマト、ナ
スなどの果菜類に関する試験研究は明治 35（1902）年より始まりました。 

東京府における野菜生産事情は、作付面積は大正 13（1924）年から 15（1926）年の 3 カ
年平均で 2 万 1 千余 ha、生産額は 2 千 2 百万円で、その生産額は東京府の野菜需要額の半
分程度でした。また、野菜の中でもダイコンの作付面積はサツマイモに次ぐ第２位というこ
とで、当時のダイコン需要の高さが伺えます。 

今回ご紹介する細密画は、野菜の試験で使われた根菜類のうちダイコンとカブ、ニンジン、
ゴボウの一部です。ダイコンの細密画は 20 品種 17 点が残され、ニンジンは 7 品種 7 点、
カブは 10 品種 9 点、ゴボウは 2 品種 2 点が残されています。 

試験は、肥料効果をみるなどの栽培管理と収量の品種比較に関することのほかに品種改
良に関するものもありました。ダイコンの主流品種は沢庵漬け用の「練馬

ね り ま

大根
だいこん

」の尻細種で、
その他に煮食用の「方 領

ほうりょう

大根
だいこん

」と「聖護院
しょうごいん

大根
だいこん

」などが品種比較されました。需要の高い
「練馬大根」は、品質の安定化が求められ尻細種の「練馬

ね り ま

尻
しり

細大
ほそだい

根
こん

」の固定化が進められ昭
和６（1931）年には原種配布に至りました。南葛飾郡を中心に栽培されていた「亀

かめ

戸
いど

大根
だいこん

」
は藁で被覆保温する冬越しの秋播き春収穫の栽培試験が行われました。カブの試験は明治
期には「天王寺

て ん の う じ

蕪
かぶ

」、「聖護院
しょうごいん

蕪
かぶ

」の品種比較、大正から昭和期まで「近江
お う み

蕪
かぶ

」、「今市
いまいち

蕪
かぶ

」、
「緋

ひ

蕪
かぶ

」、「金町
かなまち

小蕪
こ か ぶ

」など 20 品種以上のカブが農業者向けに展示栽培されました。ニンジ
ンは肥料に関する試験が中心で、品種数は少なく「瀧

たき

ノ
の

川
がわ

人参
にんじん

」の外に「三寸
さんすん

人参
にんじん

」、「東 京
とうきょう

鮮紅
せんこう

人参
にんじん

」、「五寸
ご す ん

人参
にんじん

」の展示栽培が行われました。ゴボウの品種数は、ニンジンと同じよ
うに少なく、「瀧

たき

ノ
の

川
がわ

牛蒡
ご ぼ う

」と「中
なか

の宮
みや

牛蒡
ご ぼ う

」のほか２品種です。明治大正中期頃までは「瀧
ノ川牛蒡」について肥料試験が行われ、その後、他の３品種の展示栽培が行われました。 

 
引用・参考資料 
・東京府.東京府の産業（農業）其の一園芸.昭和 4 年.ｐ1-12. 

・東京府立農事試験場.農事試験場成績略報：第一から第十六まで. 

・東京府立農事試験場.業務功程：大正元から 9 年度まで,大正 13 から 15 年度まで,昭和 9 から 19 年度ま 

で. 

左 図：亀戸大根 

中央図：瀧ノ川人参 

右 図：金町小蕪 



ダイコン・カブ細密画一覧（第３回）
ダイコン

細密画 品種名（読み仮名） 収穫期 細密画 品種名（読み仮名） 収穫期

練馬蘿蔔
（ネリマダイコン）

11月ー12月 亀戸大根
（カメイドダイコ
ン）

3月ー4月

方領大根
（ホウリョウダイコ
ン）

11月ー12月 秋つまり大根
（アキツマリダイコ
ン）

記録なし

聖護院大根
（ショウゴインダイ
コン）

11月ー12月 二年子大根
（ニネンゴダイコ
ン）

記録なし

参考資料

カブ

天王寺蕪
（テンノウジカブ）

1月 緋蕪菁
（ヒカブ）

1月

聖護院蕪菁
（ショウゴインカ
ブ）

1月 金町小蕪
（カナマチコカブ）

記録なし

参考資料

農事試験成績略報：第拾四．業務功程：大正元年度

農事試験成績略報：第六



ニンジン・ゴボウ細密画一覧（第３回）
ニンジン

細密画 品種名（読み仮名） 収穫期 細密画 品種名（読み仮名） 収穫期

瀧ノ川人参
（タキノガワニンジ
ン）

11月 東京鮮紅人参
（トウキョウセンコ
ウニンジン）

記録なし

三寸人参
（サンスンニンジ
ン）

11月ー12月

参考資料

ゴボウ

瀧の川牛蒡
（タキノガワゴボ
ウ）

11月 中ノ宮牛蒡
（ナカノミヤゴボ
ウ）

記録なし

参考資料

農事試験成績略報：第六

農事試験成績略報：第六
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